
 

 
 

 

“読む力を身に付けよう！” 
校長 渋谷 俊昌 

 秋が日一日と深まっていく季節となりました。今年も残すところあと２ヶ月となりますが、

生徒の皆さんには、毎日の積み重ねが大切であると意識をもち、学習を含めさまざまな活動に

しっかりと取り組んでほしいと思います。 

１０月２１日（土）に実施した両中祭におきましては、多くの保護者の皆様方のご来校をい

ただき、合唱コンクールと舞台発表をご覧いただき誠にありがとうございました。全校生徒が

一堂に会する４年ぶりの合唱コンクールと舞台発表を行うことができ、生徒の皆さんは両中生

の底力を示してくれたと思います。「響け ―七色の音色―」というスローガンのもと、限ら

れた準備期間ではありましたが、学校全体で合唱コンクールの活動に取り組み、それぞれの学

年と学級のよさが十分に発揮されたと感じます。また、午後の海外派遣生徒発表や吹奏楽部の

演奏では、派遣研修の成果が伝わり、演奏では生徒の皆さんが大いに楽しんでいる様子がみら

れました。この両中祭に向けての準備、練習や当日の活動を通し主体性や協調性が身に付き、

生徒の皆さんのさらなる成長につながることを期待しています。 

さて、今年９月に読んだ新聞に次のような記事が載っていました。

「『思考力、判断力、表現力』をどう身につけさせるか－。知識偏重から

シフトチェンジし、大学入試共通テストは思考力や表現力を問う傾向が顕

著となり、多くの教科・科目の問題でページや文章量が増えた。」 

この傾向は大学入試共通テストだけでなく、高校の入試問題にも一部です

が表れてきています。つまり、問題を正しく解くには、文章を読み解く力、読解力が必要とな

ってきます。そのためには、日頃から文章に親しむこと、読書することが、まず、大事なので

はと思います。学校においては、朝の読書活動や２年生では「よむ YOMUワークシート」の取組

を行っていますが、普段から、本に親しむことが文章を読むことの基礎を作るのではないかと

考えます。 

１０月２７日から１１月９日までは読書週間となっています。読書の秋ともいわれるように、

秋は本を読むにも適した季節です。ある研究所の調査の「子どもの読書行動の実態」によると、 

１日の読書時間が「０分」と答えた子どもが４９％と約半数に上ったという、気になる傾向も

あります。本の売れ行きも減少傾向という情報もありますが、本は心を豊かにする効用もある

といわれています。まずは、文章を読むことに抵抗感をなくす意味でも読書に親しみ、さらに

文章の意味を正しく読み解く力がつくように努力することが、今後の生徒の皆さんには求めら

れていると考えます。 

紙の本でも、電子版でもかまわないし、買っても図書館の本を借りてもかまわないので、本

のある生活をして、楽しみながら読み解く力を身に付けてくれたらと思います。 
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世代変わりした各部活動、２年生中心になりましたが活躍してくれました。 

令和５年度墨田区新人大会（バレーボール） 

第３位 女子バレーボール部 

令和５年度墨田区新人大会（バレーボール） 

準優勝 男子バレーボール部 

●●● 任命式 ●●● 

 １０月１６日（月）に後期の任命式がありました。これまで３年生が中心にな

って行っていた生徒会活動や委員会活動が、後期からは２年生が中心となってい

きます。３年生から受け継いだ伝統をしっかりと引き継ぎ、両国中をより一層発

展させてくれることを期待しています。（文責 瀬倉） 

●●● 世界に羽ばたく両中探究カップ ●●● 
１０月１０日に、両中探求カップ決勝が行われました。『探究学習』とは、自

ら課題を設定し、情報を収集・整理しながら最適な答えを見付けていく学びで

す。決勝に残った４チームで、東武ホテルレバント東京からのミッション『ホテ

ルの認知度を上げるイベントの考案』についてプレゼンを行いました。ホテルの

方はプレゼンを聞き、「目から鱗のような素晴らしい考えばかりで大変参考にな

りました。」と話してくれました。優勝は『チーム女バレ３年』でした。（文責 

伊藤祐一郎） 

  

●●●  響け～七色の音色～  ●●●                 

１０月２１日(土)に両中祭合唱部門が行われました。今年度は合唱と展示を分け

ての開催となり、全学年で体育館に集まることができました。また、４年ぶりの

学年合唱は圧巻の歌声でした。全校生徒が集まっての両中祭に、両中祭実行委

員、音楽監督、審査員、演劇部、海外派遣生徒、吹奏楽部、放送委員会、書道

部、アート部などの生徒が発表や準備などに奮闘してきました。みんなで作り上

げる両中祭合唱部門、生徒一人一人が主役となり、生き生きとした表情で合唱を

轟かせました。会場がひとつとなった素晴らしい行事となりました。 

（文責 富永） 
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